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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カメラの撮像画像を表示部に表示させる画像制御部を有する画像表示装置であって、
　前記画像制御部は、前記表示部の表示画面について、
　　前記表示部に前記撮像画像を表示する際、常に前記撮像画像のみを表示する撮像画像
専用領域と、
　　前記表示部に前記撮像画像を表示する際、前記撮像画像又は前記撮像画像以外の別画
像を選択して表示する兼用領域と
　を設け、
　さらに、前記画像制御部は、前記兼用領域に前記撮像画像専用領域と連続した前記撮像
画像を表示する際、前記表示画面における前記撮像画像専用領域の位置を固定し、
　前記画像制御部は、
　　前記兼用領域に前記撮像画像を表示している状態で前記兼用領域に前記別画像を表示
させる際、前記表示画面における前記撮像画像専用領域の位置を固定しつつ、前記兼用領
域における前記撮像画像の表示範囲を前記兼用領域の側端部から前記撮像画像専用領域に
向かって減少させながら前記別画像をフェードインさせる、又は、
　　前記兼用領域に前記別画像を表示している状態で前記別画像の表示を終了する際、前
記表示画面における前記撮像画像専用領域の位置を固定しつつ、前記兼用領域における前
記別画像を前記撮像画像専用領域から前記兼用領域の前記側端部に向かってフェードアウ
トさせながら、前記撮像画像の表示範囲を拡張する
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　ことを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】
　カメラの撮像画像を表示部に表示させる画像制御部を有する画像表示装置であって、
　前記画像制御部は、前記表示部の表示画面について、
　　前記表示部に前記撮像画像を表示する際、常に前記撮像画像のみを表示する撮像画像
専用領域と、
　　前記表示部に前記撮像画像を表示する際、前記撮像画像又は前記撮像画像以外の別画
像を選択して表示する兼用領域と
　を設け、
　さらに、前記画像制御部は、前記兼用領域に前記撮像画像専用領域と連続した前記撮像
画像を表示する際、前記表示画面における前記撮像画像専用領域の位置を固定し、
　前記画像制御部は、前記兼用領域に前記別画像を表示している状態で前記兼用領域に対
応する前記撮像画像内にユーザが注意すべき注意対象物体が存在する場合、前記注意対象
物体の存在に関する通知を前記表示部の前記兼用領域と前記撮像画像専用領域との間に表
示させ、
　前記通知の表示開始後に前記ユーザが所定の操作を行ったことを契機として、前記画像
制御部は、前記兼用領域において前記別画像の代わりに前記撮像画像を表示させる
　ことを特徴とする画像表示装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の画像表示装置において、
　前記通知の表示開始後に前記ユーザが前記所定の操作を行ったことを契機として前記別
画像から前記撮像画像への切替えを行った場合、前記画像制御部は、前記撮像画像におけ
る前記注意対象物体を強調表示する
　ことを特徴とする画像表示装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の画像表示装置において、
　前記表示部は、ユーザの前方且つ上方に配置された車両の電子ルームミラーを構成し、
　前記撮像画像は、前記車両の後方画像を含み、
　前記画像制御部は、前記車両が前方走行中又は前進モードであるとき、前記兼用領域に
おける前記撮像画像と前記別画像との切替えを許容すると共に、前記撮像画像専用領域の
位置を固定する
　ことを特徴とする画像表示装置。
【請求項５】
　カメラの撮像画像を表示部に表示させる画像制御部を有する画像表示装置であって、
　前記画像制御部は、前記表示部の表示画面について、
　　前記表示部に前記撮像画像を表示する際、常に前記撮像画像のみを表示する撮像画像
専用領域と、
　　前記表示部に前記撮像画像を表示する際、前記撮像画像又は前記撮像画像以外の別画
像を選択して表示する兼用領域と
　を設け、
　さらに、前記画像制御部は、前記撮像画像専用領域に対応する前記撮像画像内に所定の
対象が存在する場合、横方向における前記所定の対象の位置の変化を抑制するように、前
記表示画面の前記撮像画像専用領域に表示される画像を抽出する
　ことを特徴とする画像表示装置。
【請求項６】
　請求項２記載の画像表示装置において、
　前記画像制御部は、前記兼用領域に前記別画像を表示している状態で前記兼用領域に対
応する前記撮像画像内に前記ユーザが注意すべき注意対象物体が存在する場合、前記通知
の表示開始後に前記ユーザが所定の操作を行ったことを契機として、前記兼用領域におい
て前記別画像の代わりに前記撮像画像を表示させ、前記注意対象物体を前記兼用領域に表
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示できた際に、前記別画像の一部の表示を継続する
　ことを特徴とする画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カメラの撮像画像を表示する画像表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１では、バックミラーの使用感に近い車両周囲確認用モニタ装置を提供するこ
とを目的としている（［０００７］、要約）。当該目的を達成するため、特許文献１（要
約）では、車両後方を撮像するバックカメラ１１で撮像された入力画像Ｖｏを処理する画
像処理手段１４と、処理された出力画像Ｖａ，Ｖｂを表示する画像表示手段１２と、運転
者Ｄ（Ｄａ，Ｄｂ）の頭部の相対的位置を検出する姿勢検出手段１３とを設ける。画像処
理手段１４は、姿勢検出手段１３が検出した運転者頭部の相対的位置に基づいて、入力画
像Ｖｏの全撮像範囲から一部を切り出して出力画像Ｖａ，Ｖｂとする処理を実行可能であ
る。加えて、画像処理手段１４は、姿勢検出手段１３に検出される運転者頭部の相対的位
置の変位量に応じて、その変位方向と逆方向に入力画像Ｖｏの切出し範囲（Ｖａ，Ｖｂ）
を移動させる処理を実行可能である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－２１６２８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記のように、特許文献１では、従来のバックミラー（ルームミラー）に代わる画像表
示手段１２（電子ルームミラー）にカメラ画像（周囲画像）を表示することが開示されて
いる（要約）。しかしながら、特許文献１では、画像表示手段１２にカメラ画像以外の別
画像をカメラ画像と同時に表示することについて検討されていない。ルームミラー以外の
表示装置においても同様の課題があるものと考えられる。
【０００５】
　本発明は上記のような課題を考慮してなされたものであり、車両の周囲画像等の撮像画
像と別画像を同時に表示する場合にユーザの利便性を向上可能な画像表示装置を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る画像表示装置は、カメラの撮像画像を表示部に表示させる画像制御部を有
するものであって、
　前記画像制御部は、前記表示部の表示画面について、
　　前記表示部に前記撮像画像を表示する際、常に前記撮像画像のみを表示する撮像画像
専用領域と、
　　前記表示部に前記撮像画像を表示する際、前記撮像画像又は前記撮像画像以外の別画
像を選択して表示する兼用領域と
　を設け、
　さらに、前記画像制御部は、前記兼用領域に前記撮像画像専用領域と連続した前記撮像
画像を表示する際、前記表示画面における前記撮像画像専用領域の位置を固定し、
　前記画像制御部は、
　　前記兼用領域に前記撮像画像を表示している状態で前記兼用領域に前記別画像を表示
させる際、前記表示画面における前記撮像画像専用領域の位置を固定しつつ、前記兼用領
域における前記撮像画像の表示範囲を前記兼用領域の側端部から前記撮像画像専用領域に
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向かって減少させながら前記別画像をフェードインさせる、又は、
　　前記兼用領域に前記別画像を表示している状態で前記別画像の表示を終了する際、前
記表示画面における前記撮像画像専用領域の位置を固定しつつ、前記兼用領域における前
記別画像を前記撮像画像専用領域から前記兼用領域の前記側端部に向かってフェードアウ
トさせながら、前記撮像画像の表示範囲を拡張する
　ことを特徴とする。
【０００７】
　本発明によれば、撮像画像専用領域に加え、兼用領域を設ける。このため、車両の周囲
画像等の撮像画像と同時に別画像を表示することで、撮像画像の利用に関するユーザの利
便性を向上することが可能となる。
【０００８】
　また、本発明では、表示画面における撮像画像専用領域の位置を固定する。このため、
別画像の表示を開始又は終了する場合でも、表示画面における撮像画像専用領域の位置は
変化しない。従って、別画像の表示の開始又は終了に伴って撮像画像の表示範囲が変化す
る場合にユーザが受ける違和感又は認知負荷を低減することが可能となる。よって、車両
の周囲画像等の撮像画像と別画像を同時に表示する場合にユーザの利便性を向上可能とな
る。
【０００９】
　また、本発明では、前記兼用領域に前記撮像画像を表示している状態で前記兼用領域に
前記別画像を表示させる際、前記表示画面における前記撮像画像専用領域の位置を固定し
つつ、前記兼用領域における前記撮像画像の表示範囲を前記兼用領域の側端部から前記撮
像画像専用領域に向かって減少させながら前記別画像をフェードインさせる。また、本発
明では、前記兼用領域に前記別画像を表示している状態で前記別画像の表示を終了する際
、前記表示画面における前記撮像画像専用領域の位置を固定しつつ、前記兼用領域におけ
る前記別画像を前記撮像画像専用領域から前記兼用領域の前記側端部に向かってフェード
アウトさせながら、前記撮像画像の表示範囲を拡張する。
【００１０】
　これにより、ユーザは、兼用領域における撮像画像と別画像の切り替わりを直感的に理
解し易くなる。加えて、兼用領域において撮像画像と別画像とが切り替わる場合でも、撮
像画像専用領域は固定されたままであるため、ユーザの違和感又は認知負荷を低減するこ
とができる。
【００１１】
　また、本発明では、前記兼用領域に前記別画像を表示している状態で前記兼用領域に対
応する前記撮像画像内に前記ユーザが注意すべき注意対象物体が存在する場合、前記注意
対象物体の存在に関する通知を前記表示部の前記兼用領域と前記撮像画像専用領域との間
に表示させる。また、本発明では、前記通知の表示開始後に前記ユーザが所定の操作を行
ったことを契機として、前記画像制御部は、前記兼用領域において前記別画像の代わりに
前記撮像画像を表示させる。
【００１２】
　これにより、別画像を表示している状態であっても、兼用領域内の注意対象物体をユー
ザに通知することが可能となる。加えて、ユーザが所定の操作を行うまでは別画像から撮
像画像への切替えを保留する。このため、別画像から撮像画像への切替えが、ユーザの意
図に反して行われた場合にユーザが感じ得る違和感又は認知負荷を低減することが可能と
なる。
【００１３】
　前記通知の表示開始後に前記ユーザが前記所定の操作を行ったことを契機として前記別
画像から前記撮像画像への切替えを行った場合、前記画像制御部は、前記撮像画像におけ
る前記注意対象物体を強調表示してもよい。これにより、ユーザは、いずれの物体が注意
対象物体であるかを容易に認識することが可能となる。
【００１４】
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　前記表示部は、ユーザの前方且つ上方に配置された車両の電子ルームミラーを構成して
もよい。また、前記撮像画像は、前記車両の後方画像を含んでもよい。前記画像制御部は
、前記車両が前方走行中又は前進モードであるとき、前記兼用領域における前記後方画像
と前記別画像との切替えを許容すると共に、前記撮像画像専用領域の位置を固定してもよ
い。
【００１５】
　これにより、車両が前方走行中又は前進モードであるときに、撮像画像専用領域の位置
を固定することでユーザ（運転者）の違和感又は認知負荷を低減しつつ、後方画像と別画
像との切替えを許容することでユーザの利便性を高めることが可能となる。
【００１６】
　本発明に係る画像表示装置は、カメラの撮像画像を表示部に表示させる画像制御部を有
するものであって、
　前記画像制御部は、前記表示部の表示画面について、
　　前記表示部に前記撮像画像を表示する際、常に前記撮像画像のみを表示する撮像画像
専用領域と、
　　前記表示部に前記撮像画像を表示する際、前記撮像画像又は前記撮像画像以外の別画
像を選択して表示する兼用領域と
　を設け、
　さらに、前記画像制御部は、前記撮像画像専用領域に対応する前記撮像画像内に所定の
対象が存在する場合、横方向における前記所定の対象の位置の変化を抑制するように、前
記表示画面の前記撮像画像専用領域に表示される画像を抽出する
　ことを特徴とする。
【００１７】
　本発明によれば、撮像画像専用領域に加え、兼用領域を設ける。このため、車両の周囲
画像等の撮像画像と同時に別画像を表示することで、撮像画像の利用に関するユーザの利
便性を向上することが可能となる。
【００１８】
　また、本発明では、撮像画像専用領域に対応する撮像画像内に所定の対象が存在する場
合、横方向における前記所定の対象の位置の変化を抑制するように、前記表示画面の前記
撮像画像専用領域に表示される画像を抽出する。このため、横方向における画像表示装置
又は所定の対象のふらつきがあっても、表示画面における所定の対象の位置の変化が小さ
くなる。従って、所定の対象に対するユーザの認知負荷を低減することが可能となる。加
えて、別画像の表示の開始又は終了に伴って撮像画像の表示範囲が変化する場合にユーザ
が受ける違和感又は認知負荷を低減することが可能となる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、車両の周囲画像等の撮像画像と別画像を同時に表示する場合にユーザ
の利便性を向上可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の一実施形態に係る画像表示装置を搭載した車両の概略構成図である。
【図２】図２Ａは、前記実施形態における別画像表示モードにおける表示画面の一例を示
す図であり、図２Ｂは、前記実施形態における周囲画像専用表示モードにおける表示画面
の一例を示す図である。
【図３】前記実施形態におけるミラー表示制御の第１フローチャートである。
【図４】前記実施形態におけるミラー表示制御の第２フローチャートである。
【図５】図５Ａ、図５Ｂ及び図５Ｃは、前記実施形態のモード切替処理における表示画面
の第１例～第３例を示す図である。
【図６】前記実施形態における注意対象物体通知処理（図３のＳ１７の詳細）のフローチ
ャートである。
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【図７】図７Ａ、図７Ｂ及び図７Ｃは、前記実施形態の注意対象物体通知処理における表
示画面の第１例～第３例を示す図である。
【図８】変形例に係る抽出範囲設定制御のフローチャートである。
【図９】図９Ａは、前記変形例における別画像表示モードにおける表示画面の一例を示す
図であり、図９Ｂは、前記変形例における周囲画像専用表示モードにおける表示画面の一
例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
Ａ．一実施形態
＜Ａ－１．構成＞
［Ａ－１－１．全体構成］
　図１は、本発明の一実施形態に係る画像表示装置１２を搭載した車両１０の概略構成図
である。図１に示すように、画像表示装置１２は、後方カメラ２０と、側方カメラ２２ａ
、２２ｂと、運転者カメラ２４と、後席カメラ２６と、操作入力装置２８と、シフト位置
センサ３０と、電子ルームミラー３２と、電子制御装置３４（以下「ＥＣＵ３４」という
。）とを有する。本実施形態の車両１０は、右ハンドル車である。代わりに、左ハンドル
車であっても同様の構成を採用することができる。以下では、後方カメラ２０、側方カメ
ラ２２ａ、２２ｂ、運転者カメラ２４及び後席カメラ２６をカメラ２０、カメラ２２ａ、
２２ｂ、２４、２６ともいう。
【００２２】
［Ａ－１－２．後方カメラ２０］
　後方カメラ２０は、車両１０後方の画像（以下「後方画像Ｉｒｒ」という。）を撮像す
るカラーカメラである。後方画像Ｉｒｒは、車両１０が後退する際に電子ルームミラー３
２に表示されて運転者の操作を補助すると共に、車両１０の通常走行時に車両１０の後方
を運転者が確認するためのものである。
【００２３】
　後方カメラ２０は、車両１０の後部において車両１０の後方を向いて配置される。より
具体的には、後方カメラ２０は、例えばリアバンパに配置される。或いは、後方カメラ２
０は、車室内においてリアウィンドウの近傍（例えばルーフ）に配置されてもよい。後方
カメラ２０が撮像した後方画像Ｉｒｒのデータは、ＥＣＵ３４に出力される。
【００２４】
［Ａ－１－３．側方カメラ２２ａ、２２ｂ］
　側方カメラ２２ａ、２２ｂは、車両１０側方の画像（以下「側方画像Ｉｓｄ」という。
）を撮像するカラーカメラである。側方カメラ２２ａ（以下「左側方カメラ２２ａ」とも
いう。）は、車両１０の左側方の画像（以下「左側方画像Ｉｌｔ」という。）を撮像する
。側方カメラ２２ｂ（以下「右側方カメラ２２ｂ」ともいう。）は、車両１０の右側方の
画像（以下「右側方画像Ｉｒｔ」という。）を撮像する。側方画像Ｉｓｄは、車両１０の
通常走行時又は後退時に車両１０の側方（後側方を含む。）を運転者が確認するためのも
のである。
【００２５】
　側方カメラ２２ａ、２２ｂは、車両１０の側部（例えばサイドミラー）において車両１
０の後側方を向いて配置される。側方カメラ２２ａ、２２ｂが撮像した側方画像Ｉｓｄの
データは、ＥＣＵ３４に出力される。
【００２６】
［Ａ－１－４．運転者カメラ２４］
　運転者カメラ２４は、運転者の略正面の画像（以下「運転者画像Ｉｄｒ」という。）を
撮像するカラーカメラである。運転者画像Ｉｄｒは、例えば、特許文献１と同様に、運転
者の動きを操作入力として処理するために用いられる。運転者カメラ２４は、運転席（図
示せず）の前方（例えば電子ルームミラー３２の近傍）において運転席側を向いて配置さ
れる。運転者カメラ２４が撮像した運転者画像Ｉｄｒのデータは、ＥＣＵ３４に出力され



(7) JP 6401733 B2 2018.10.10

10

20

30

40

50

る。
【００２７】
［Ａ－１－５．後席カメラ２６］
　後席カメラ２６は、後席（図示せず）の略正面の画像（以下「後席画像Ｉｒｓ」という
。）を撮像するカラーカメラである。後席画像Ｉｒｓは、後席に座っている同乗者を映し
出すものである。後席カメラ２６は、後席の前方且つ上方において後席側を向いて配置さ
れる。後席カメラ２６が撮像した後席画像Ｉｒｓのデータは、ＥＣＵ３４に出力される。
【００２８】
［Ａ－１－６．操作入力装置２８］
　操作入力装置２８は、電子ルームミラー３２（後述する表示部５０）の表示に関してユ
ーザ（運転者等）が所定の指令を入力するものであり、例えば、操作ボタン又はタッチパ
ネルから構成される。ここでの指令には、後述する表示モードの切替指令等が含まれる。
操作入力装置２８は、入力された指令を示す指令信号ＳｕをＥＣＵ３４に出力する。
【００２９】
［Ａ－１－７．シフト位置センサ３０］
　シフト位置センサ３０は、図示しないシフトレバーの位置（以下「シフト位置Ｐｓ」と
いう。）を検出してＥＣＵ３４に出力する。
【００３０】
［Ａ－１－８．電子ルームミラー３２］
　電子ルームミラー３２（以下「電子ミラー３２」又は「ミラー３２」ともいう。）は、
車室内において、運転者の前方且つ上方に配置される。より具体的には、ミラー３２は、
運転者（乗員）から見てフロントウィンドウ（図示せず）の上部の手前（車両１０の進行
方向後ろ側）に配置される。ミラー３２は、車両１０の周囲画像Ｉｓｒを表示する表示部
５０（図１）を備える。ここでの周囲画像Ｉｓｒは、例えば後方画像Ｉｒｒのみ又は後方
画像Ｉｒｒ及び側方画像Ｉｓｄの組合せから生成される。このため、運転者は、ミラー３
２の表示部５０を介して車両１０の後方及び／又は側方の様子を確認することができる。
【００３１】
　本実施形態において、表示部５０は、例えば液晶パネル、有機エレクトロルミネッセン
ス（ＥＬ）等の表示パネルから構成される。或いは、表示部５０は、図示しないプロジェ
クタの投影画像が投影される投影部であってもよい。
【００３２】
　なお、上記のように、後方カメラ２０及び側方カメラ２２ａ、２２ｂは車両１０の外側
を向いている。このため、後方画像Ｉｒｒ及び側方画像Ｉｓｄは、車両１０の内部の画像
が含まれない。従って、通常の使用状態において、ミラー３２の表示部５０には、車両１
０の内部が表示されない。よって、表示部５０に映し出される画像（周囲画像Ｉｓｒ）は
、通常のルームミラー（表面が鏡面加工されているもの）に映し出される像と異なる。
【００３３】
　また、図示しないミラー位置調整機構（以下「調整機構」ともいう。）を設け、運転者
の操作によりミラー３２の位置Ｐ（以下「ミラー位置Ｐｍｒ」という。）を調整可能とし
てもよい。調整機構は、例えば傾斜角調整機構及び回転角機構を有する。傾斜角調整機構
は、車両１０の左右方向（幅方向）、上下方向及び前後方向におけるミラー３２の傾斜角
を調整する機構である。回転角調整機構は、ミラー３２の回転角を調整する機構である。
傾斜角調整機構及び回転角調整機構は、例えばボールジョイントにより構成される。或い
は、調整機構は、ミラー位置Ｐｍｒを３次元的に且つ直線的に変位させる機構（例えばス
ライダ機構）を有するものであってもよい。
【００３４】
［Ａ－１－９．ＥＣＵ３４］
（Ａ－１－９－１．ＥＣＵ３４の概要）
　ＥＣＵ３４は、ミラー３２の表示部５０に映し出す画像を制御するものであり、入出力
部７０、演算部７２及び記憶部７４を備える。入出力部７０は信号の入出力を行う。入出
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力部７０には、アナログ／デジタル変換器及びデジタル／アナログ変換器を含むことがで
きる。演算部７２は、記憶部７４に記憶されたプログラム及びデータを用いて各種の制御
を実行する。演算部７２は、中央演算装置（ＣＰＵ）を含む。演算部７２の詳細は後述す
る。
【００３５】
　記憶部７４は、演算部７２が用いるプログラム及びデータを記憶するものであり、ラン
ダム・アクセス・メモリ（以下「ＲＡＭ」という。）を備える。ＲＡＭとしては、レジス
タ等の揮発性メモリと、フラッシュメモリ等の不揮発性メモリとを用いることができる。
また、記憶部７４は、ＲＡＭに加え、リード・オンリー・メモリ（以下「ＲＯＭ」という
。）を有してもよい。
【００３６】
（Ａ－１－９－２．演算部７２）
　図１に示すように、演算部７２は、画像認識部８０と、画像制御部８２とを有する。
【００３７】
　画像認識部８０は、パターンマッチングを用いて周囲画像Ｉｓｒにおける特定の対象（
後述する注意対象物体Ｏｔ等）を認識又は検出する。
【００３８】
　画像制御部８２は、カメラ２０、２２ａ、２２ｂ、２４、２６が撮像した画像（以下「
撮像画像Ｉｃｐ」ともいう。）を用いて表示部５０に表示する周囲画像Ｉｓｒを制御する
。以下では、後方カメラ２０、側方カメラ２２ａ、２２ｂ、運転者カメラ２４及び後席カ
メラ２６の撮像画像Ｉｃｐをそれぞれ撮像画像Ｉｒｒ、Ｉｌｔ、Ｉｒｔ、Ｉｄｒ、Ｉｒｓ
ともいう。画像制御部８２は、所定の抽出範囲Ｒｓｂを用いて撮像画像Ｉｃｐの一部を抽
出して周囲画像Ｉｓｒとして表示部５０に表示させる。
【００３９】
＜Ａ－２．ミラー表示制御＞
　次に、本実施形態におけるミラー表示制御について説明する。ミラー表示制御は、ルー
ムミラー３２の表示に関する制御であり、ＥＣＵ３４が実行する。
【００４０】
［Ａ－２－１．電子ルームミラー３２(表示部５０)の表示モード］
　本実施形態のミラー表示制御では、ミラー３２（又は表示部５０）の表示モードとして
、別画像表示モードと周囲画像専用表示モードを用いる。別画像表示モードは、周囲画像
Ｉｓｒと別画像Ｉａの両方を表示部５０に表示するモードである。周囲画像専用表示モー
ドは、周囲画像Ｉｓｒのみを表示部５０に表示するモードである。
【００４１】
　図２Ａは、本実施形態における別画像表示モードにおける表示画面１００の一例を示す
。図２Ｂは、本実施形態における周囲画像専用表示モードにおける表示画面１０２の一例
を示す。以下では、図２Ａにおける別画像表示モードの表示画面１００を表示画面１００
ａともいい、図２Ｂにおける周囲画像専用表示モードの表示画面１０２を表示画面１０２
ａともいう。図２Ａ及び図２Ｂにおける一点鎖線は、仮想線又は想像線であり、実際の表
示画面１００、１０２には表示されない。
【００４２】
　図２Ａ及び図２Ｂに示すように、本実施形態の表示部５０の表示画面１００、１０２は
、周囲画像専用領域１１０（以下「専用領域１１０」ともいう。）と、兼用領域１１２ａ
、１１２ｂとを有する。専用領域１１０は、表示部５０に周囲画像Ｉｓｒが表示される場
合、常に周囲画像Ｉｓｒのみを表示する領域である。兼用領域１１２ａ、１１２ｂは、表
示部５０に周囲画像Ｉｓｒが表示される場合、周囲画像Ｉｓｒ又は周囲画像Ｉｓｒ以外の
別画像Ｉａを選択して表示する領域である。以下では、兼用領域１１２ａ、１１２ｂを兼
用領域１１２と総称する。
【００４３】
　別画像表示モードの表示画面１００では、原則として、兼用領域１１２には別画像Ｉａ
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が表示される。ここにいう別画像Ｉａは、例えば、現時刻表示画像、後席画像Ｉｒｓ、オ
ーディオ機器操作画像等とすることができる（図２Ａ等では具体的な内容の図示を省略し
ている。）。専用領域１１０に後方画像Ｉｒｒのみを表示する場合、側方画像Ｉｓｄを別
画像Ｉａとして兼用領域１１２ａ、１１２ｂに表示してもよい。
【００４４】
　また、周囲画像専用表示モードの表示画面１０２では、専用領域１１０に加え、兼用領
域１１２ａ、１１２ｂにも周囲画像Ｉｓｒが表示される。ここでの周囲画像Ｉｓｒは、例
えば、後方画像Ｉｒｒ及び側方画像Ｉｓｄを合成したものとする。或いは、後方画像Ｉｒ
ｒのみを周囲画像Ｉｓｒとして専用領域１１０及び兼用領域１１２ａ、１１２ｂに表示し
てもよい。
【００４５】
　図２Ａ及び図２Ｂに示すように、表示画面１００、１０２のいずれにおいても、周囲画
像専用領域１１０の位置は固定される。
【００４６】
［Ａ－２－２．ミラー表示制御の全体的な流れ］
　図３及び図４は、本実施形態におけるミラー表示制御の第１及び第２フローチャートで
ある。図３のステップＳ１１において、ＥＣＵ３４は、シフト位置Ｐｓが後退（Ｒ）以外
であるか否かを判定する。Ｒ以外のシフト位置Ｐｓには、例えば、前進モード（Ｄ）、ニ
ュートラルモード（Ｎ）がある。
【００４７】
　シフト位置ＰｓがＲである場合（Ｓ１１：ＮＯ）、ＥＣＵ３４は、Ｒに対応した表示を
行う。なお、図３では、Ｒに対応したステップの図示を省略している。また、ステップＳ
１１を省略して、シフト位置ＰｓがＲであるか否かにかかわらず、ミラー表示制御を実行
してもよい。シフト位置ＰｓがＲ以外である場合（Ｓ１１：ＹＥＳ）、ステップＳ１２に
おいて、ミラー３２（又は表示部５０）の表示モードが別画像表示モードであるか否かを
判定する。別画像表示モードである場合（Ｓ１２：ＹＥＳ）、ステップＳ１３において、
ＥＣＵ３４は、別画像表示モードを維持するか否か、換言すると、この時点で、操作入力
装置２８を介して表示モードの切替指令が入力されていないか否かを判定する。
【００４８】
　別画像表示モードが維持されている場合（Ｓ１３：ＹＥＳ）、ステップＳ１４において
、ＥＣＵ３４は、撮像画像Ｉｃｐから周囲画像Ｉｓｒを抽出する。上記のように、別画像
表示モードでは、原則として周囲画像専用領域１１０にのみ周囲画像Ｉｓｒが表示される
。また、表示画面１００において専用領域１１０の位置は固定される（図２Ａ）。このた
め、ステップＳ１４で用いる抽出範囲Ｒｓｂは専用領域１１０に応じて固定されている。
【００４９】
　ステップＳ１５において、ＥＣＵ３４は、ステップＳ１４で抽出した周囲画像Ｉｓｒを
表示部５０の専用領域１１０に表示させる。ステップＳ１６において、ＥＣＵ３４は、表
示部５０の兼用領域１１２に別画像Ｉａを表示させる。
【００５０】
　ステップＳ１７において、ＥＣＵ３４は、注意対象物体通知処理を行う。注意対象物体
通知処理は、運転者が注意すべき物体（以下「注意対象物体Ｏｔ」という。）を運転者に
通知する処理である。注意対象物体通知処理の詳細は、図６を参照して後述する。
【００５１】
　図３のステップＳ１３に戻り、別画像表示モードを維持しない場合（Ｓ１３：ＮＯ）、
換言すると、操作入力装置２８を介して表示モードの切替指令が入力された場合、ステッ
プＳ１８に進む。ステップＳ１８において、ＥＣＵ３４は、別画像表示モードから周囲画
像専用表示モードに切り替えるモード切替処理（第１モード切替処理）を実行する。第１
モード切替処理の結果、ＥＣＵ３４は、表示モードとして周囲画像専用表示モードを選択
する。
【００５２】
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　図５Ａ、図５Ｂ及び図５Ｃは、本実施形態のモード切替処理における表示画面１００の
第１例～第３例を示す図である。図５Ａ、図５Ｂ及び図５Ｃの表示画面１００は、別画像
表示モードにおける表示画面として位置付けられる。以下では、図５Ａ、図５Ｂ及び図５
Ｃにおける別画像表示モードの表示画面１００を表示画面１００ｂ、１００ｃ、１００ｄ
ともいう。図５Ａの表示画面１００ｂは、図２Ａの表示画面１００ａと同じである。
【００５３】
　図５Ａ、図５Ｂ及び図５Ｃに示すように、モード切替処理では、兼用領域１１２ａ、１
１２ｂにおいて、専用領域１１０から兼用領域１１２ａ、１１２ｂに向かって周囲画像Ｉ
ｓｒの表示範囲を徐々に増加（フェードイン）させていく。その一方、別画像Ｉａの表示
範囲については徐々に減少（フェードアウト）させていく。兼用領域１１２ａ、１１２ｂ
において、周囲画像Ｉｓｒと別画像Ｉａを切り替える際、専用領域１１０に表示する周囲
画像Ｉｓｒの抽出範囲Ｒｓｂ及び表示倍率は変更されない。
【００５４】
　図３のステップＳ１２に戻り、表示モードが別画像表示モードでない場合（Ｓ１２：Ｎ
Ｏ）、換言すると、周囲画像専用表示モードである場合、図４のステップＳ１９に進む。
【００５５】
　図４のステップＳ１９において、ＥＣＵ３４は、周囲画像専用表示モードを維持するか
否か、換言すると、この時点で、操作入力装置２８を介して表示モードの切替指令が入力
されていないか否かを判定する。
【００５６】
　周囲画像専用表示モードが維持されている場合（Ｓ１９：ＹＥＳ）、ステップＳ２０に
おいて、ＥＣＵ３４は、撮像画像Ｉｃｐから周囲画像Ｉｓｒを抽出する。上記のように、
周囲画像専用表示モードでは、周囲画像専用領域１１０及び兼用領域１１２ａ、１１２ｂ
に周囲画像Ｉｓｒが表示される（図２Ｂ）。このため、ステップＳ２０で用いる抽出範囲
Ｒｓｂは専用領域１１０及び兼用領域１１２ａ、１１２ｂに応じて固定されている。
【００５７】
　ステップＳ２１において、ＥＣＵ３４は、ステップＳ２０で抽出した周囲画像Ｉｓｒを
表示部５０の専用領域１１０及び兼用領域１１２ａ、１１２ｂに表示させる。ステップＳ
２２において、ＥＣＵ３４は、注意対象物体通知処理を行う。ステップＳ２２の注意対象
物体通知処理は、ステップＳ１７の注意対象物体通知処理（図６）の一部と同等のもので
あり、詳細は後述する。
【００５８】
　図４のステップＳ１９に戻り、周囲画像専用表示モードを維持しない場合（Ｓ１９：Ｎ
Ｏ）、換言すると、操作入力装置２８を介して表示モードの切替指令が入力された場合、
ステップＳ２３に進む。ステップＳ２３において、ＥＣＵ３４は、周囲画像専用表示モー
ドから別画像表示モードに切り替えるモード切替処理（第２モード切替処理）を実行する
。第２モード切替処理の結果、ＥＣＵ３４は、表示モードとして別画像表示モードを選択
する。
【００５９】
　周囲画像専用表示モードから別画像表示モードへの切替えは、別画像表示モードから周
囲画像専用表示モードへの切替え（図５Ａ、図５Ｂ及び図５Ｃ）と反対の動きをする。す
なわち、周囲画像専用表示モードから別画像表示モードへ切り替える場合、兼用領域１１
２ａ、１１２ｂにおいて別画像Ｉａの表示範囲を専用領域１１０に向かって徐々に増加（
フェードイン）させていく。その一方、周囲画像Ｉｓｒの表示範囲については徐々に減少
（フェードアウト）させていく。従って、図５Ｃ、図５Ｂ、図５Ａの順に変化していく。
【００６０】
［Ａ－２－３．注意対象物体通知処理］
　図６は、本実施形態における注意対象物体通知処理（図３のＳ１７の詳細）のフローチ
ャートである。図７Ａ、図７Ｂ及び図７Ｃは、本実施形態の注意対象物体通知処理におけ
る表示画面１００の第１例～第３例を示す図である。図７Ａ、図７Ｂ及び図７Ｃの表示画
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面１００は、別画像表示モードにおける表示画面として位置付けられる。以下では、図７
Ａ、図７Ｂ及び図７Ｃにおける別画像表示モードの表示画面１００を表示画面１００ｅ～
１００ｇともいう。図７Ａの表示画面１００ｅは、図２Ａ及び図５Ａの表示画面１００ａ
、１００ｂと同じである。上記のように、図３のステップＳ１７は、別画像表示モードの
選択中における処理である。
【００６１】
　図６のステップＳ３１において、ＥＣＵ３４は、兼用領域１１２に注意対象物体Ｏｔが
存在するか否かを判定する。注意対象物体Ｏｔは、運転者が注意すべき物体である。注意
対象物体Ｏｔは、例えば、車両１０（以下「自車１０」ともいう。）の走行レーン１５０
に対して側道１５２から向かってくる周辺車両１５４（図７Ｃ）が該当する。
【００６２】
　図７Ｃにおける周辺車両１５４は、四輪自動車であるが、自動二輪車、自転車等も含ま
れる。また、走行レーン１５０の近くに存在するヒトを注意対象物体Ｏｔとしてもよい。
注意対象物体Ｏｔの認識又は検出は、画像認識部８０がパターンマッチングを用いて行う
。
【００６３】
　なお、上記のように、電子ミラー３２は、車両１０の後方画像Ｉｒｒを表示する。この
ため、基本的には、車両１０が後退している場合を除き、自車１０と周辺車両１５４が図
７Ｃのような位置関係である場合、自車１０にとって周辺車両１５４の危険性は低いもの
となる。しかしながら、電子ミラー３２には、側方画像Ｉｓｄも表示し得るため、自車１
０の後側方において周辺車両１５４が自車１０に接近している場合、自車１０が前進又は
停止している場合でも、後方の周辺車両１５４を通知することに有用性がある。
【００６４】
　なお、周辺車両１５４を拡大して表示してしまうと、理解が困難となることから、図７
Ｃでは、周辺車両１５４全体が表示される図としている。
【００６５】
　なお、本実施形態では、専用領域１１０に注意対象物体Ｏｔが存在しても運転者に通知
しない。これは、専用領域１１０には周囲画像Ｉｓｒが表示されており、運転者が既に気
づいていると考えられるためである。或いは、専用領域１１０における注意対象物体Ｏｔ
を運転者に通知してもよい。
【００６６】
　兼用領域１１２に注意対象物体Ｏｔが存在しないと判定した場合（Ｓ３１：ＮＯ）、今
回の注意対象物体通知処理を終了する。兼用領域１１２に注意対象物体Ｏｔが存在すると
判定した場合（Ｓ３１：ＹＥＳ）、ステップＳ３２に進む。
【００６７】
　ステップＳ３２において、ＥＣＵ３４は、兼用領域１１２における注意対象物体Ｏｔの
存在を知らせる通知１６０（図７Ｂ）を表示部５０に表示する。具体的には、図７Ｂに示
すように、ＥＣＵ３４は、注意対象物体Ｏｔが存在する兼用領域１１２（ここでは兼用領
域１１２ａ）と専用領域１１０との間において通知１６０を点滅させる。通知１６０は、
運転者の注意を引く色（例えば、赤又は黄色）とされる。注意対象物体Ｏｔの存在を知ら
せるものであれば、通知１６０をその他の態様としてもよい。通知１６０の表示に加えて
又はこれに代えて、図示しないスピーカを介して注意対象物体Ｏｔの存在を知らせる音（
又は音声）を出力してもよい。
【００６８】
　ステップＳ３３において、ＥＣＵ３４は、運転者から周囲画像拡張指令が操作入力装置
２８を介して入力されたか否かを判定する。周囲画像拡張指令は、周囲画像Ｉｓｒの表示
範囲を専用領域１１０から兼用領域１１２（ここでは注意対象物体Ｏｔが存在する側の兼
用領域１１２ａ）に拡張することを求める指令である。
【００６９】
　周囲画像拡張指令が入力されない場合（Ｓ３３：ＮＯ）、ステップＳ３１に戻る。周囲
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画像拡張指令が入力された場合（Ｓ３３：ＹＥＳ）、ステップＳ３４において、ＥＣＵ３
４は、周囲画像Ｉｓｒの表示範囲を兼用領域１１２に拡張する（図７Ｃ参照）。
【００７０】
　なお、図７Ｃでは、兼用領域１１２ａに別画像Ｉａの一部が表示されたままとなってい
るが、別画像Ｉａを完全に非表示としてもよい。注意対象物体Ｏｔを十分に表示できる場
合は、別画像Ｉａの一部を表示し続けてもよい。
【００７１】
　ステップＳ３５において、ＥＣＵ３４は、注意対象物体Ｏｔを強調表示する強調処理を
行う。具体的には、図７Ｃに示すように、ＥＣＵ３４は、注意対象物体Ｏｔの周囲（ここ
では下側）に強調表示１７０を点滅させる。強調表示１７０は、運転者の注意を引く色（
例えば、赤又は黄色）とされる。注意対象物体Ｏｔを強調するものであれば、強調表示１
７０はその他の態様としてもよい。強調表示１７０に加えて又はこれに代えて、図示しな
いスピーカを介して注意対象物体Ｏｔの存在を知らせる音（又は音声）を出力してもよい
。
【００７２】
　ステップＳ３６において、ＥＣＵ３４は、強調処理を終了するか否かを判定する。当該
判定は、例えば、注意対象物体Ｏｔが兼用領域１１２外に移動したか否か等の基準を用い
て行うことができる。強調処理を終了しない場合（Ｓ３６：ＮＯ）、ステップＳ３５に戻
り、強調処理を継続する。強調処理を終了する場合（Ｓ３６：ＹＥＳ）、ステップＳ３７
に進む。
【００７３】
　ステップＳ３７において、ＥＣＵ３４は、周囲画像Ｉｓｒの表示範囲の拡張（Ｓ３４）
に伴って一時的に非表示としていた別画像Ｉａを兼用領域１１２に再表示させる。
【００７４】
　なお、図４のステップＳ２２の注意対象物体通知処理では、図６のステップＳ３１、Ｓ
３５、Ｓ３６と同様の処理を行う。
【００７５】
＜Ａ－３．本実施形態の効果＞
　以上説明したように、本実施形態によれば、周囲画像専用領域１１０（撮像画像専用領
域）に加え、兼用領域１１２ａ、１１２ｂを設ける（図２Ａ、図２Ｂ）。このため、車両
１０の周囲画像Ｉｓｒ（撮像画像Ｉｃｐ）と同時に別画像Ｉａを表示することで、車両１
０の周囲画像Ｉｓｒの利用に関する運転者（ユーザ）の利便性を向上することが可能とな
る。
【００７６】
　また、本実施形態では、表示画面１００、１０２における周囲画像専用領域１１０の位
置を固定する（図２Ａ、図２Ｂ）。このため、別画像Ｉａの表示を開始又は終了する場合
でも、表示画面１００、１０２における周囲画像専用領域１１０の位置は変化しない。従
って、別画像Ｉａの表示の開始又は終了に伴って周囲画像Ｉｓｒの表示範囲が変化する場
合に運転者が受ける違和感又は認知負荷を低減することが可能となる。よって、車両１０
の周囲画像Ｉｓｒと別画像Ｉａを同時に表示する場合に運転者の利便性を向上可能となる
。
【００７７】
　本実施形態において、画像制御部８２は、兼用領域１１２に周囲画像Ｉｓｒ（撮像画像
Ｉｃｐ）を表示している状態（図２Ｂ）で兼用領域１１２に別画像Ｉａを表示させる際、
表示画面１００、１０２における周囲画像専用領域１１０の位置を固定しつつ、兼用領域
１１２における周囲画像Ｉｓｒの表示範囲を減少させながら別画像Ｉａをフェードインさ
せる（図５Ｃ→図５Ｂ→図５Ａ）。また、画像制御部８２は、兼用領域１１２に別画像Ｉ
ａを表示している状態（図２Ａ）で別画像Ｉａの表示を終了する際、表示画面１００、１
０２における周囲画像専用領域１１０の位置を固定しつつ、兼用領域１１２から別画像Ｉ
ａをフェードアウトさせながら、周囲画像Ｉｓｒの表示範囲を拡張する（図５Ａ→図５Ｂ
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→図５Ｃ）。
【００７８】
　これにより、運転者（ユーザ）は、兼用領域１１２における周囲画像Ｉｓｒと別画像Ｉ
ａの切り替わりを直感的に理解し易くなる。加えて、兼用領域１１２において周囲画像Ｉ
ｓｒと別画像Ｉａとが切り替わる場合でも、周囲画像専用領域１１０は固定されたままで
あるため、運転者の違和感又は認知負荷を低減することができる。
【００７９】
　本実施形態において、画像制御部８２は、兼用領域１１２に別画像Ｉａを表示している
状態（図２Ａ）で兼用領域１１２に対応する周囲画像Ｉｓｒ内に運転者が注意すべき注意
対象物体Ｏｔが存在する場合（図６のＳ３１：ＹＥＳ）、注意対象物体Ｏｔの存在に関す
る通知１６０を表示部５０に表示させる（図６のＳ３２、図７Ｂ）。また、通知１６０の
表示開始後に運転者が周囲画像拡張指令の入力（所定の操作）を行ったこと（図６のＳ３
３：ＹＥＳ）を契機として、画像制御部８２は、兼用領域１１２において別画像Ｉａの代
わりに周囲画像Ｉｓｒを表示させる（図６のＳ３４、図７Ｃ）。
【００８０】
　これにより、別画像Ｉａを表示している状態であっても、兼用領域１１２内の注意対象
物体Ｏｔを運転者に通知することが可能となる。加えて、運転者が所定の操作を行うまで
は別画像Ｉａから周囲画像Ｉｓｒへの切替えを保留する（図６のＳ３３：ＮＯ）。このた
め、別画像Ｉａから周囲画像Ｉｓｒへの切替えが、運転者の意図に反して行われた場合に
運転者が感じ得る違和感又は認知負荷を低減することが可能となる。
【００８１】
　本実施形態において、通知１６０の表示開始後に運転者が周囲画像拡張指令の入力（所
定の操作）を行ったこと（図６のＳ３３：ＹＥＳ）を契機として別画像Ｉａから周囲画像
Ｉｓｒへの切替えを行った場合、画像制御部８２は、周囲画像Ｉｓｒにおける注意対象物
体Ｏｔを強調表示する（図６のＳ３５、図７Ｃ）。これにより、運転者は、いずれの物体
が注意対象物体Ｏｔであるかを容易に認識することが可能となる。
【００８２】
　本実施形態において、表示部５０は、運転者の前方且つ上方に配置された電子ルームミ
ラー３２を構成する（図１）。また、周囲画像Ｉｓｒ（撮像画像Ｉｃｐ）は、車両１０の
後方画像Ｉｒｒを含む（図２Ａ及び図２Ｂ）。さらに、画像制御部８２は、シフト位置Ｐ
ｓがＲ以外であるとき（車両１０が前進モードであるとき）（図３のＳ１１：ＹＥＳ）、
兼用領域１１２における周囲画像Ｉｓｒと別画像Ｉａとの切替えを許容する（Ｓ１８、Ｓ
２３）と共に、周囲画像専用領域１１０の位置を固定する（図２Ａ、図２Ｂ）。これによ
り、シフト位置ＰｓがＲ以外であるとき、周囲画像専用領域１１０の位置を固定すること
で運転者の違和感又は認知負荷を低減しつつ、周囲画像Ｉｓｒと別画像Ｉａとの切替えを
許容することで運転者の利便性を高めることが可能となる。
【００８３】
Ｂ．変形例
　なお、本発明は、上記実施形態に限らず、本明細書の記載内容に基づき、種々の構成を
採り得ることはもちろんである。例えば、以下の構成を採用することができる。
【００８４】
＜Ｂ－１．搭載対象＞
　上記実施形態では、画像表示装置１２を車両１０に搭載した（図１）。しかしながら、
例えば、専用領域１１０と兼用領域１１２を用いる観点からすれば、これに限らない。例
えば、船舶、航空機等の移動物体に画像表示装置１２を適用してもよい。或いは、画像表
示装置１２をクレーン等の可動装置に用いることもできる。
【００８５】
＜Ｂ－２．表示部５０＞
　上記実施形態では、表示部５０を電子ルームミラー３２に配置したが（図１）、車両１
０又はその他の対象の周囲画像Ｉｓｒ（撮像画像Ｉｃｐ）を表示する表示部５０であれば



(14) JP 6401733 B2 2018.10.10

10

20

30

40

50

、これに限らない。例えば、車両１０のサイドミラー（ドアミラー）又は図示しないナビ
ゲーション装置に表示部５０を配置することが可能である。或いは、ヘッド・マウント・
ディスプレイ（ＨＵＤ）として表示部５０をフロントウィンドウ等に配置してもよい。
【００８６】
＜Ｂ－３．後方カメラ２０及び側方カメラ２２ａ、２２ｂ＞
　上記実施形態では、後方カメラ２０及び側方カメラ２２ａ、２２ｂをカラーカメラとし
たが、車両１０の周囲画像Ｉｓｒに用いられる撮像画像Ｉｃｐを取得するものであれば、
これに限らない。例えば、夜間等に使うことを想定してモノクロカメラ又は近赤外線カメ
ラを後方カメラ２０及び側方カメラ２２ａ、２２ｂの一部又は全部として用いてもよい。
【００８７】
　上記実施形態では、後方カメラ２０及び側方カメラ２２ａ、２２ｂの撮像画像Ｉｃｐを
周囲画像Ｉｓｒとして用いた（図２Ｂ）。しかしながら、例えば、周囲画像専用領域１１
０と兼用領域１１２とを用いる観点からすれば、これに限らない。例えば、後方カメラ２
０又は側方カメラ２２ａ、２２ｂの一方のみ撮像画像Ｉｃｐを用いてもよい。或いは、こ
れらに加えて又はこれらに代えて、後席カメラ２６の撮像画像Ｉｃｐを用いることも可能
である。
【００８８】
＜Ｂ－４．操作入力装置２８＞
　上記実施形態では、操作入力装置２８として、操作ボタン又はタッチパネルを例示した
。しかしながら、例えば、周囲画像専用領域１１０と兼用領域１１２とを用いる観点から
すれば、これに限らない。例えば、運転者カメラ２４の撮像画像Ｉｃｐ（運転者画像Ｉｄ
ｒ）を用いて運転者の指令を入力することも可能である。
【００８９】
　具体的には、運転者の頭又は目の動きを運転者画像Ｉｄｒから検出し、所定の動きが検
出された場合、指令の入力として扱うことが可能である。頭又は目の動きを検出する技術
については例えば特許文献１に記載のものを用いることができる。或いは、周囲画像拡張
指令の入力を判定する場合（図６のＳ３３）、所定時間内に運転者が積極的な操作を行わ
ないことを以って周囲画像拡張指令の入力と判定することも可能である。
【００９０】
＜Ｂ－５．周囲画像専用領域１１０及び兼用領域１１２＞
　上記実施形態では、２か所の兼用領域１１２ａ、１１２ｂを専用領域１１０の左右に設
けた（図２Ａ）。しかしながら、例えば、周囲画像専用領域１１０と兼用領域１１２とを
用いる観点からすれば、これに限らない。例えば、１箇所又は３か所以上の兼用領域１１
２を用いることも可能である。また、兼用領域１１２を専用領域１１０の上側又は下側に
設けることも可能である。
【００９１】
＜Ｂ－６．抽出範囲Ｒｓｂの設定＞
　上記実施形態では、シフト位置ＰｓがＲ以外であることを、別画像表示モードと周囲画
像専用表示モードとを切り替える条件とした（図３のＳ１１）。しかしながら、例えば、
周囲画像専用領域１１０と兼用領域１１２とを用いる観点からすれば、これに限らない。
例えば、図３のステップＳ１１を省略して、シフト位置ＰｓがＲであるか否かにかかわら
ず、別画像表示モードと周囲画像専用表示モードとを切替え可能としてもよい。或いは、
図３のステップＳ１１において、シフト位置ＰｓがＲである場合にのみステップＳ１２に
進むように変形することもできる。
【００９２】
　上記実施形態では、表示画面１００、１０２における周囲画像専用領域１１０の位置を
固定した（図２Ａ及び図２Ｂ）。換言すると、専用領域１１０のための抽出範囲Ｒｓｂを
固定していた。しかしながら、例えば、周囲画像専用領域１１０と兼用領域１１２とを用
いる観点からすれば、これに限らない。
【００９３】
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　図８は、変形例に係る抽出範囲設定制御のフローチャートである。図９Ａは、変形例に
おける別画像表示モードにおける表示画面１００の一例を示す。図９Ｂは、変形例におけ
る周囲画像専用表示モードにおける表示画面１０２の一例を示す。以下では、図９Ａにお
ける別画像表示モードの表示画面１００を表示画面１００ｈともいい、図９Ｂにおける周
囲画像専用表示モードの表示画面１０２を表示画面１０２ｂともいう。
【００９４】
　変形例のハードウェアの構成は、上記実施形態（図１）と同様であるが、ＥＣＵ３４が
実行する制御が異なる。すなわち、ＥＣＵ３４の演算部７２は、周囲画像専用領域１１０
のための表示範囲を可変とする抽出範囲設定制御を実行する。ここでの抽出範囲設定制御
では、専用領域１１０に対応する周囲画像Ｉｓｒ内に所定の対象（対象物）が存在する場
合、表示画面１００、１０２における周囲画像専用領域１１０の位置を当該所定の対象を
基準として設定する。所定の対象としては、例えば、自車１０の走行レーン１５０、後続
車両１８０、自転車、歩行者等とすることができる。
【００９５】
　図８の制御では、走行レーン１５０及び後続車両１８０を所定の対象としている。なお
、ここでの走行レーン１５０は、自車１０が既に通過したレーンを意味する。抽出範囲設
定制御は、上記実施形態における図３のステップＳ１４及び図４のステップＳ２０の少な
くとも一方の前に実行する。
【００９６】
　図８のステップＳ５１において、ＥＣＵ３４は、周囲画像専用領域１１０に自車１０の
走行レーン１５０又は後続車両１８０が存在するか否かを判定する。走行レーン１５０及
び後続車両１８０の認識又は検出は、ＥＣＵ３４の画像認識部８０がパターンマッチング
を用いて行う。自車１０の走行レーン１５０又は後続車両１８０が存在する場合（Ｓ５１
：ＹＥＳ）、ステップＳ５２に進む。
【００９７】
　ステップＳ５２において、ＥＣＵ３４は、自車１０及び後続車両１８０が走行レーン１
５０を維持しているか否かを判定する。換言すると、ＥＣＵ３４は、自車１０又は後続車
両１８０がレーン変更中でないか否かを判定する。自車１０のレーン変更は、例えば、ウ
ィンカスイッチの作動、ステアリング舵角等により判定可能である。また、後続車両１８
０のレーン変更は、例えば、後続車両１８０とレーンマーク１８２との距離が距離閾値以
下であるか否か、後続車両１８０がレーンマーク１８２を跨いだか否かにより判定可能で
ある。
【００９８】
　自車１０及び後続車両１８０が走行レーン１５０を維持している場合（Ｓ５２：ＹＥＳ
）、ステップＳ５３において、ＥＣＵ３４は、車幅方向（横方向）における走行レーン１
５０又は後続車両１８０の位置の変化を抑制するように抽出範囲Ｒｓｂを設定する。
【００９９】
　例えば、走行レーン１５０の位置の変化抑制を行う場合、ＥＣＵ３４は、周囲画像専用
領域１１０において、車幅方向の走行レーン１５０の位置を固定するように抽出範囲Ｒｓ
ｂを設定する。或いは、ＥＣＵ３４は、単位時間当たりの車幅方向の走行レーン１５０の
位置の変化量が所定値以下となるように制限して抽出範囲Ｒｓｂを設定する。後続車両１
８０を対象とする場合も同様である。
【０１００】
　なお、ここでは、走行レーン１５０の位置の変化抑制よりも、後続車両１８０の位置の
変化抑制を優先して行う。或いは、後続車両１８０の位置の変化抑制よりも、走行レーン
１５０の位置の変化抑制を優先して行ってもよい。
【０１０１】
　例えば、図９Ａ及び図９Ｂの表示画面１００ｈ、１０２ｂでは、後続車両１８０を所定
の対象としていることを示すマーク１８４（十字マーク）が後続車両１８０の位置に表示
されている。ＥＣＵ３４は、車幅方向における基準位置をマーク１８４の位置としてステ
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【０１０２】
　自車１０の走行レーン１５０及び後続車両１８０が存在しない場合（図８のＳ５１：Ｎ
Ｏ）又は自車１０又は後続車両１８０が走行レーン１５０を維持していない場合（Ｓ５２
：ＮＯ）、ステップＳ５４に進む。ステップＳ５４において、ＥＣＵ３４は、抽出範囲Ｒ
ｓｂの基準値（例えばデフォルト値）としての基準抽出範囲Ｒｒｅｆを選択して、その後
の抽出範囲Ｒｓｂとして設定する。
【０１０３】
　図８に示す変形例によれば、上記実施形態と同様、周囲画像専用領域１１０に加え、兼
用領域１１２を設ける（図９Ａ及び図９Ｂ）。このため、車両１０の周囲画像Ｉｓｒと同
時に別画像Ｉａを表示することで、車両１０の周囲画像Ｉｓｒの利用に関する運転者の利
便性を向上することが可能となる。
【０１０４】
　また、変形例では、周囲画像専用領域１１０に対応する周囲画像Ｉｓｒ内に走行レーン
１５０又は後続車両１８０（所定の対象）が存在する場合（図８のＳ５１：ＹＥＳ）、表
示画面１００、１０２における周囲画像専用領域１１０の位置を、車幅方向における走行
レーン１５０又は後続車両１８０の位置の変化を抑制するように変化させる（Ｓ５３）。
【０１０５】
　このため、車幅方向における自車１０又は走行レーン１５０若しくは後続車両１８０の
ふらつきがあっても、表示画面１００、１０２における走行レーン１５０又は後続車両１
８０の位置の変化が小さくなる。従って、走行レーン１５０又は後続車両１８０に対する
運転者の認知負荷を低減することが可能となる。加えて、別画像Ｉａの表示の開始又は終
了に伴って周囲画像Ｉｓｒの表示範囲が変化する場合に運転者が受ける違和感又は認知負
荷を低減することが可能となる。
【０１０６】
　さらに変形例によれば、自車１０又は後続車両１８０がレーン変更をする場合（図８の
Ｓ５２：ＮＯ）、車幅方向における後続車両１８０又は走行レーン１５０の位置の変化の
抑制を停止する（Ｓ５４）。これにより、自車１０又は後続車両１８０のレーン変更時に
は、レーン変更に応じた周囲画像Ｉｓｒを表示可能となる。
【符号の説明】
【０１０７】
１０…車両　　　　　　　　　　　　　　　１２…画像表示装置
２０…後方カメラ（カメラ）　　　　　　　２２ａ…左側方カメラ（カメラ）
２２ｂ…右側方カメラ（カメラ）　　　　　３２…電子ルームミラー
５０…表示部　　　　　　　　　　　　　　８２…画像制御部
１００、１００ａ～１００ｈ、１０２、１０２ａ、１０２ｂ…表示画面
１１０…周囲画像専用領域（撮像画像専用領域）
１１２、１１２ａ、１１２ｂ…兼用領域　　１５４…周辺車両（注意対象物体）
１６０…通知　　　　　　　　　　　　　　１７０…強調表示
１８０…後続車両（所定の対象）　　　　　１８２…レーンマーク（所定の対象）
Ｉａ…別画像　　　　　　　　　　　　　　Ｉｒｒ…後方画像
Ｉｓｒ…周囲画像　　　　　　　　　　　　Ｏｔ…注意対象物体
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